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ミヤマカケス の農林業上 

に及ぼす利害關係に就て

一、はL が き

ミャマカケス は本道特有の亜種て、本州に産する カケスと 頭部の 

色彩を異に してゐる。春夏の候は、概ね山地の森林中て殖し、秋 

冬の候は低地帶の森林、若くは農耕地に群を為して出現する。キ 

ジ、 ャマドッ を産しない本道ては、エゾヤマ ドy に次ぐ森林狩獵鳥 

てある。商も農林種子及森林内の小動物に及ぼす影響は、エゾヤマ 

ドyのそれ」り遙かに大である。即ち前者は雜草の種子や木の芽と 

多く食するに反し、後者は林木の大粒種子. 穀類、及小動物を企す 

る。本州に産するカケスの食性に就ては、M和2年農林省葛精一氏 

に依 り て明かに されなが 本道特有み ミャマカ ケスの農林上に及ぼ 

す利害關係に就ては從來定說がない。殊に本州と栽培植物及森林植 

物を異にしてゐる本道としては、之が利害關係を明かにして置く 乙 

とは、農林業者にとつて緊要なことてあるから、昭和 9 年以來過去 

4 ヶ年に亙って調査を行つた。此間に探取せる個敷は96て、未だ 

充分と云ひ得ないが、玆に結果の槪耍を報吿せん とするも のてあ 

る。

ニ、ミヤマカケスの學: 名及分布

本種は燕雀 目 Passeres ﾡ科 Corvicae に 屬 する。・ 

ﾡ 名 Garrulus glandarius pallidifrons Kuroda 
分 布 北海道



三、調査材料
化する關係上、種子のみ認められる場合が多い。 かる細粒種子を

一計算した結果、自然植物性食餌が意外の多數に上ったのであって、如

1 ) 胃' 内容物剖檢に使用せ る ミヤマ カケス は全部北海道札幌郡 

野幌國有林 よ り探取しな。 ・

2 ) 材料 •の採集は昭和 9年8月より 12年11月ﾡ毎月 1-3回宛T 
行した。此間年に依り探取不可能な期間があつたが、幸ひ小製下ら 

各月全部に亘つて材料を得ることが出來た。

3 ) ミャマカケス は蕃殖期並育雛期間 中て' あ る 5一7月 頃I、其 出 

現が極めて少ないのて、最も多 く 動物性食餌を攝収する時期の材科 

が乏 しいのは誉遺働てあるが、此ﾡは今後材料のﾡ集に候つべきて 

ある。

4 ) 本調査に使用 した96個體の 月 列探取の内ﾡは第 1 表の如く 

てある。

て行つ2。

四、ミヤマ カケスの貪性

(一) 全食 餌

ミヤマカケスは雜食性の鳥て.、植物性食餌及動物性食餌を併食す 

る。本調査に表れた數字は、第1岡の如く、植物性食価85.5%、動 

物性食価145%てある。ﾡに考感を要することは、コクの種子の 

如く、軍に一漿果を啄食した際に、共内容にある幾十ﾡの種子を1 
個として計算しなことてある。漿果は一旦胃內に入る と、速かに消 

上の 邪情を 四酌せば、數字上に 

表 る 、 植物性食何 と 動物性企価 

と の比は若干異 り . 動物性食餌 

の方幾分増加がするであら う。

ミヤマ カケス は動物性食価及 

植物性食餌 の 兩種 を 併 企する 

が、其育雛茶殖期並に幼鳥の成 

育期 に相常 す る 5-8月 の候は . 

最も多く動物性食餌を攝食する 

ものて、此期間に於ては、軍に 

植物性食餌のみを食した個體に 

は接しなくて、何れも動物性食 

仰のみの もの及び動植物併食せ 

る ものであつた。

第1isl ミヤマ カケ ス全食餌

植 動 . 、
木 草 不 ﾡ 腹 ﾡ 鳥 毛不 

物 明 物 明
木 木 广 足形 乳孔足 <

類物 類類類 類 類 類 物

以下 ミヤマカ ケスの食物中植物性食餌及動物性食餌の項 に分ち て 

説明 しょう。

(二) 横物性企価 • 、

ミヤマ カケスの植物性食餌は、全食価の85.4%を占め、最も重要 

なる食物である。之が内評は木本ﾡ68.8%、草木ﾡ15.1%、不明植 

41.5%て第2回の如くてある。

I. 草木類

庵林省葛精一氏は、本州産カケスが穀類を媽食することは、極め 

て稀有のこと く報吿されたが. 本道産ミ ヤマカケスは之に反し、著 

しく穀類を食害する。本調査に表れた數字は、草木類は全植物性食 

価の17.6%に當ゝ、之が内容は悉く禾本科に屬する玉蜀黍. 小麥、
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燕麥等の種實で、雑の種子は校出し得なかつ2。。 技に特記すべ3
乙とは、本調査では主と して林業上とのﾡ係にをい2爲め、

ミャマカ ケスの探取は努めて林 

緣 よ り述ざかつた林内て行つた 

乙とてある。若し秋冬の候、林 

縁 附近の農耕地 に飛來 しな個ﾡ 

のみを採集したならば、彼等の 

門内 容物は殆 ど製顧を以て 充滿 

される實情なれば、之が統計上 

に表れる數字は、全食餌の15.1
x り遙かに増大するであ ら 

う ○ 殺類中最 も 好んて食す る の 

は、玉蜀黍の種實で、之に次ぐ 

のは小麥の種實である。而して 

本道は氣候、風土、帝業等の 

關係上、2れ等の級類を大面積

に栽培してゐる。本道の玉蜀黍 

第 2 圖 ミヤマカケス ﾡ物山食価
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作付段及種質の生産は第 2 表の如 く てあ る o

第 2 表 玉蜀黍作付面積及收穫高

年 次 作付段 別 4 ﾡ 高 1 反常4極高

昭 和10年 19.995.5 石 
176.077 0.811

和11年 20.919.3 260.872 1.276

又本道に於ては秋季收穫せる玉蜀黍の種實と、其儘竿にかけ、冬 

季間野外で乾燥する習慣があ る のて'、1-2月ﾡﾡの候白雪間、と し 

て 山野の 食物が缺乏 する と、彼等は 乙れに多數飛來 して弊食す る。 

(第3岡)

第 3 圖 玉ﾡ系の野外ﾡ

の候農耕地に出没す る もの があ つて も、

以上の資料を綜合して 

見ると、本道特有の ミ ャ 

マカケスは穀類を食する 

黙て、 本州産カケスに比 

し甚有害な傾向がある。

II. 木本麺

ミ ャマカケス は 元來森 

林中に棲息し、.假令秋冬 

朝夕は必ず樹林中に生活

し、其求食の大部分は林内で行はれる關係上、其食性と森林とは頗 

る 密接な關係があ る。本調査に表れ2数字に振れば、植物性食餌の 

内 80.0%は木本類て之は全食価の 68.8%に當って ゐる。之が内譯は 

マタタ ビ科 (35.5%、ク 科 (26.3%、ナ シ科 (5.7%). ブナ科 

(3.9%)、ブダッ科(3.7%、マッ科(3.2%). サクラ科(1.1%)、4
チキ科 (0.7%)、 ッルッメモ ドキ科 (0.3%)、 メヒカッラ科(0.2%) 
の10科である。

マタタビ科、ク、科はﾡ然多いが、旣に述べた樣に コ クノ、及クノ、 

の種子の如？漿果を啄食すると同時に、其内にある數十粒の種子を 

も含食せられるので、、之等は單•に數字上よb見て之を論じ得ないの 

は勿論である。

ミ ヤマ カケスの植物性食餌と森林との關係 を檢討す るに、コク 

、ヤマ ブダ ウ は莫莖類であって、森林施業上有者なものてある。 

又ャマグ、 ナナカマド、シシリザクラ、オホカメノキ等は何れも 

森林の主要樹種てないのて、茲に問題視されるのはナラの種子及イ 

チヰの種子である。

然るに本調査に表れた イ チ ヰ の啄食率は僅か 0.7% てあるから、 

其から見て間題にな らない。故に最後に殘された問題はナラの種
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子てある。ナラは本道の主要樹種として全道に分布してゐる。ミャ 

マカケスが森林内に於てク ッ なき場合、最も好んて企する大秘稲チ 

はナラて•全植物性食餌の 3.7% に常つてゐる。斯樣な事實は有苦で 

あるが、反面には別項に於て述べる様な種子の貯蓄性に依り、ナラ 

種子の散布を助け非常な利益もある。

IIL. 不明植物質

不明植物質とは、啄食物の消化の度が進行 した ゝ め、其原形を止 

めなvて、其何種なる か確實に判定 し得ない ものて•ある。其は此 

較的勘なく全植物性食餌の 1.8 %に過ぎない。

Iv. 砂 粒

胃内容物剖檢に際して常に發見される砂粒は、本調査では計算よ め 

除外した。

(三) 動物性食価

ミヤマ カケス の 動物性食価中、 も多く 發見 さ れるのは 昆ﾡﾡ 

で、全食餌の 13% に當 り 動物性企価に到 して は 88.7% を占めてゐ 

る。其他腹足類、蛛形類、鳥類、毛足類、哺乳類及不明動物等で其 

攝収する範圍廣く、之が調査の結果は第4圏の如くてある。

I•昆蟲類

本調査で發見された昆蟲類は革翅目 (38.8%)、ﾡﾡ目 (28.0%)、ﾡ 

翅目 (8.2%)、年刻目 (7.1%).直刻目 (2.2%)、ﾡ目 雙翅目

(0.7%%)、膜刻目 (0•7%) 不明昆蟲 (10%) の順位になつてゐるが、 

之等の幼蟲、成書、卵ともに啄食せられる。然るに之等の幼蟲類は、 

何れも體柔軟であって、革翅目、鞘翅目等の成蟲に比べる と、其消 

化時間が極めて早いから、假令成蟲と同時に啄食されても、"内容 

剖檢の際には幼蟲は旣に消化され、成豊の刻ﾡ、□器, 及尾鉄子等 

の様な比較的優V・部分のみ荷獲留する場合が多いのて、青中よ り幼 

蟲の發見される割合は比較的少ない。最も多く 啄食された昆蟲は革 

翅 目、鞘翅 目のものて、他の 昆蟲が槪 して勘ない の は、嗜好度 に依 る 

よ り 寧ろ役等の 目にﾡれ易いものを多く食する なめてあ ら う。

而 して、之等動物性食餌の 内 

容を 仔細に 檢討 して見る と、革

目に麗する→サ ミ ヘシ類は、

トドマッ、エゾマツの大害蟲で 

あるﾡ態を 捕食 す る 天敵てあつ 

て、林業上極めて有益である。

鞘翅目について見れば、歩行難 

科の戦種の様 に、森林害蟲 を 捕 

食し有益なものもあるが、其反 

對に コガネム シ 等の如き 森林害 

蟲が働くなくない。其他蜻蛤 

目、膜ﾡ目、等に屬するものは

大部分益録である が、ﾡ刻目、 

商刻目、雙翅目等に屬するもの 

は殆ど害蟲である。 様にミャ

10)1112131415
I

123456789
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マ カケスは金ﾡも告ﾡも食し其功罪は相してゐる。

IL 小 動 物

量以外の小動物で ミヤマカケス に啄食せ られるものは、極めて小 

ltて全食価の 1.6% に過ぎない。之が内譯を全動物性食餌に對する 

比率を以て示す と、腹足類 (49%、蛛形類(3.0%)、鳥類 (1.9%)、 

町乳頼 (0.7%)、毛足類 (04%)、不明動物(0.4%%) の順位である。 

腹足類は主と して有肺目 に屬する蝸牛類て 、; 植物に對 し有害な種類 

である。蜘蛛類はオニグモ、タナグモ其他に過ぎないが,ﾡ多数の 

材料について之を調査するならば、其種類ﾡくないてあらう。一般 

に蜘蛛類は森林害蟲 を捕食 し有益な も のが多い。
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ミ ヤマカケスは小鳥を捕食する。其數は多く ないが注目 を要す 

る。カケス類が他鳥の幼鳥を捕企することは、ﾡ米のﾡ者に依り報 

告されなが本州産カ ケスの調査ては、ﾡ様な例は無かつなと報告さ 

れcゐる。然るに本道産の ミ ヤマカケスは、歐米產のものと同様、 

明かに小島を補食する。野幌の例ては1月、 9月、12月に協出され

2巣1 りすると、幼鳥のみならず成鳥をも捕食する。

次に注目すべき 乙とは、野鼠を捕食する事實であつて、本調在て 

は2例あつな。此然農林業上甚有益て、. ある が、 数が多く ないのは 

遺憾て•ある。

(四) 啄食囘數に就て

本調査では動物性食餌な ら一頭を、又植物性食餌な らt種千 

一•粒を標準として、之を數字的に表示する方法を採用したが、之は 

素よ り完全な方法でないので、其缺を補ふため更に ミヤマ カケスの 

食餌囘數を調査しな。即ち啄食囘數とは胃内容物剖檢に際 し微見せ 

られる食物中、同種のものは假令同時に數粒若くは數頭發見されて 

も、之を一囘に啄食したものと見做し計算する方法である。此方法 

は ミ ヤマカケスの嗜好食物の種類を推定し得るのみでな く、前記方 

法の陥入 り 易い缺照 を補正す ること が出來る。例ば一羽の烏で或種 

の食餌を極めて多數啄食した場合、其結果に於て一見各個體が其食 

物を共通に啄食せる形となった り、或は單に數羽の鳥が其食物を啄 

食せる にも拘らず、 種類の重要企物 と 見イ故 される 結果 とな る が如

a 乙とがあるからである。

ミャマカ ケスの全食餌月別類別表 (省略) と 全食餌啄食し數表 

(省略) とを比較し、仔細 に檢討 して 見た と 乙 ろ、前者の木本類 

68.8%、事木類151%、昆数類13.0%が、後者ては木本ﾡ32.4%、 

事本類17.9%、昆議類38.9%と 力つな。即ち木本類が著しく 減少し、 

其反掛に草木ﾡ、昆当類が加し、其他は略同様 ■である。

而して ミ ヤマ カケスの啄食する木本類及昆蟲類は、害金相牛はす 

るものてあることは、旣に述べた通りであって、之が増減は左程重 

要な意義を有しない。却つて草木類の増加は玉蜀黍、小麥、葉変等 

の 農 作物 を 食害 する 機 會多a 乙 と を 示して ゐる。

第" ミヤマカケス 

ﾡ系れ圏ﾡせ る=セ 

アカシ

五、ミヤマカケスの貯蓄性V就て

ミヤマ カケ スがナ ラ の果實や玉蜀黍の種賞を樹幹の間隙、節克、空 

洞、検上皮の裂目等に隠匿する 乙とは、風發見されてゐる。野幌國有 

林では林緣 よ り 2軒以上も離れた林内て、玉蜀黍の種實が履發見 さ 

nれ 2 が時 に は林 内 の 雑草 に交つて 發芽 した もの も あつ た。(第5 圖) 

ミヤマカケスは秋冬の候林緣附近の 

農耕地に於て、野外乾煉:を行つてゐる 

玉矩黍を發見した場合.現場で充分啄 

食し終る と、最後に企道中に3-30個

も諾めて林内に飛楽した例がある。之 

等を全部吐出して、一度に貯蓄するや 

否やは明ﾡてないが、恐 ら く 大部分の 

ものはﾡに1一2個宛入れて飛楽し、未 

だ飮み下さないものを貯蓄するもので 

あらう。ナラの果實は玉知黍の種實よ 

り著しく 大である が. 企道に3個あつ 

た例がある。

ミヤマ カ ケスは履々地面上を歩行す 

るが. 際革刻目中の→サ ミ ム シ及鞘翅目中の步行蟲類を食する こ 

と は明ﾡてあ る。斯かる際前記の大粒種子を 地面上に隱匿す る かど 

うかは明映てなv。野幌で現在迄に發見された隠匿所は、何れ も 日 

當 りの良い樹上で、而も冬季雪中に埋沒しない高さのと ころてあっ



2o 陰儀せる食餌は、冬季隠匿者自身が食するかどうか甚疑問であ 

る。冬季何れの ミヤマカケス も,樹幹の間隙、衝央. 空洞,樹皮の 

裂目等を啄？ 餌を漁る樣を見れば、ﾡ開してあ りそうなところを投 

して 廻る のでな レ、かと も 思はれる。即ち 自己 の 曜ﾡ所 を忘れて仕舞 

ひ、心の向く 儘ど 乙でも 隱匿されて あ りそうなところを、搜 し廻る 

のてなからうか。何れにしてい、斯樣な行為を反復する內、課りて 

種子又は果實を地面に落下するもの、若くは強風、烈風のため隠匿 

せる部みの樹皮が側された り、吹飛された り して、貯滅物の地上に 

落下するものがﾡく ないてあら5。

Fischer, K. R. 氏は欧洲産カケスは種子の散布に、極めてT要な 

意義を有ってゐると云ふてゐる。例ば〔ブナの如く重い種子は遠方 

に飛び散る 乙 とが出來ないので、自然状態ては精々20米位しか進び 

乙とが出來ない。而もブナは相當年をとらなければ結實しない木で 

あるから、第二次の移動は60年後で な け れ ば行は れ な い勘定 と な 

る。従って 1 杆の移動 を為す には 3.000 年間を要すﾡ定てある。之 

に反し動物に依る散布は極めて速かて、 カケスなどになると ブナ、 

カ シ"の賞を防に く はへて 1 斜位運ぶの は平氣である〕と云ふ。

Denglar 氏も亦動物に依る種子の撤布は一般に吾々のﾡ像以上て 

あると 云ひ、Clausius 氏も亦カケス の道林上の価価を前定してゐる。

本道産 ミヤマ カケス は ナラ、クッ の種子散布に重要な役割 を演 じ 

つゝあるものと見られる。

調査成績摘要

1) ミヤマカケス の植物性食餌は全食餌中 の 85.4% を占め、動 

物代企価は 14.6%て、動植物兩食物の比は凡そ851.5である。

2) 植物性食価中最 も 多いのは 木本類て、全食価の 68.8% に 當 

)、全植物性食餌に對 し て は 80.0% を占め. ミャマカケの最も T

要なる食物である。 ・

3) 木本類に次い •で啄食される のは、草木ﾡて全企価の15.10 
%に常り、全ﾡ物性企価に到しては17.6%を占めてるゐる。之が内容 

は玉蜀黍、小変、燕麥等の種實であって、何れも農産物てある。

4) ミヤマカケスの啄食する植物質を、全食餌に對する順位に 

依って記して見る と、マタタビ科(35.5%)、ク科(26.3%)、不本 

科(17.0%の、 ナシ科(5.7の)、 ブナ科(3.9%、ブタ ウ科(3.7%), 
マッ科(3.2%)、サクラ科(1.1%. イチキ科(0.7%)、ッッメモ 

ドキ科 (03%)、 ス ヒ カッラ科(0.2%) の11科に面つてゐる。

5) 動物代企価中量 も 多いのは昆蟲類であつ て、全食価の 13.0 
%に り、全動物性食餌に對 して は 88.7% を 占めて ゐる。

6) ミヤマ カケスの啄食する 昆蟲類 と、全動物性食価に到する 

順位に依つて記すると、革翅目 (38.8%、納場目 (28.0%).ﾡ刻目 

(8.2の)、半翅目 (7.1%)、直翅目(2.2%), 蜻蛤 目 (1.1%). 雙翅目 

(0.7%). 膜刻目(0.7%) の8 目に亘つてゐる。ﾡ多製の材料につい 

て、之を調査するならば、更に他目に處する昆蟲を發見するに至る 

てあらう。

7 ) 昆ﾡﾡの内有金なのは、革逸目、半翅目、蜻蛉目、膜刻目、 

及び鞘、翅目の一部の ものて、、、：悄翅目の大部分及び鱗翅目、直ﾡ目、 

雙翅目等は有害なものが多かつた。即ち昆蟲類のみについて見れ 

ば, ミヤマカケスは害蟲も益蟲も食する。

8) 昆蟲以外の動物で ミ ヤマ カケスは啄食される ものは極めて 

小吊/であつて、全食価の 1.6% に過ぎない。之が内ﾡを全動物企 

ﾡに到する比率を以て示すと、腹足ﾡ(419)、蜘蛛類(3.0%)、鳥 

類(L9%)、前乳類 (0.7%)、毛足類 (0.4%)、不明動物 (0.4%). 
のM位てあ る。

9) 腹足類は主として有肺目に屬する蝸牛類で、植物にﾡし有
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害な種ﾡてある。ﾡﾡﾡはオニグモ、タナグモ、其他に過ぎないが、 

ﾡ多数の材料について之を調査するならば、 t数ﾡくなからう。蜘 

蛛類は森林害蟲を捕食し有益なものが多い。

10) ミャマカケスは履々小鳥を捕食し有なことがある。

11) ミ ヤマカケスは野鼠を捕食し有益な乙とがある。

12) ミヤマカケスは種實の貯蓄性を有し、秋季ナラの果實や玉 

蜀黍の種實を、森林内の日常り良き樹幹の間係、節穴、空洞,樹皮 

の裂目等て、而も積雪の下敷とな ら ない樣な場所を選んで隠匿す 

る。斯様な行為の反復は、種子の散布を助け、天然更新上非常に 

利なるも、其反面に は彼等 に啄食される 果 も勘 く ない。然し森林は 

立地の條件に依 り、必ずしも ナラ の木の下に ナ ラ が生ず ると限らな 

いから. 彼等に依って遠方に運ばれる 乙とは、天然更新上有利な場 

合がﾡく ない。斯かる場合は彼等に啄食される策は度外視して も簡 

且つ有利である。

結 び

ミヤマ カ ケスは現行狩獄法ては狩狼島と して 狩獵期間 中之が捕獲 

を許可されてゐる。乙の類は肉が比較的美味でない關係上、狩狼島 

と して は一般向でない が,近年札幌地方てッグ ミ の代用品と してﾡ 

鳥尾に現れ る様になつな。随つ て、之が探取の 専間 獵者 も出現し、 

將來はッグミ. アヲ ジ其他狩獵鳥の減少に伴つて、盛々本鳥の要 

が増大するてあらう。本調査の結果 ミ ヤマカケスは玉蜀黍 •小麥、 

ﾡﾡ等の農産種ﾡを食 し農業上有てあ る。林業上では木本類の種 

子を啄食する反面種子の散布を助け非常な利益があ る。動物"企仰 

の期よ り 見れば利害相半 してゐる。

要する本道特有の ミヤマ カ ケスは農林業上吾人 を裨益す る増も 

ある が有害な期も ある のて,、局所的に之が利害關係を考察 し、比ﾡ 

的有益な驟が多いと認め られる渦葉樹林な どては保護の方針を採 

め、比較的被害の多いと認められる農耕地などでは捕獲する方針を 

探るとか、現行狩狼法にﾡ合共々適常に調衛を行人乙とが得策てあ 

65。
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